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平 成 ２ ６ 年 ２ 月 １ ８ 日

需給変動に対する調整について

北 海 道 電 力 株 式 会 社

資料４
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長期断面から当日断面までの需給変動の調整

10年前 1年～1週間前 前日 当日

長期 中・短期 当日

・電力の長期的な安定
供給の確保、経済性、
環境保全への配慮を
基本とし、調整力確
保についても考慮し
て、電源開発計画を
策定

・経済性、燃料計画、
補修計画、調整力
等を考慮し、各電源
を適正に組み合わ
せ、電源の運転計
画を策定

○供給計画策定

（電源開発計画）

・運転している各電源を
使用して、経済的な運
用を実施するとともに、
需給変動に対応

○需給計画策定 ○周波数調整

（電源運転計画） （電源の運転）

各断面において、必要な調整力を確保できるよう計画・運用する
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需給変動の調整

●風力や太陽光が導入された場合●風力・太陽光がない場合

需要の変動分に加え、気象条件による風力・太陽

光の出力変動に対し、きめ細やかな調整で対応す

るため、さらなる調整力が必要

需要と供給をあわせるため、時々

刻々と変化する需要の変動に対し、

各電源のきめ細かな調整で対応

周波数は、需要と供給のバランスが崩れると変動する

風力

変
動

電気を安定してお届けするためには、時々刻々と変化する需要にあわせ瞬時瞬時に供給を一
致させる必要がある。そのため、電力需要の変動に対して、調整可能な電源を一定量確保し
おくことが必要。
風力や太陽光が導入されると、需要の変動分に加え、風力や太陽光の出力変動分に対応する
必要が生じ、さらなる調整力が必要になる。
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当日断面の需給変動の調整①
系統周波数を維持するため、水力、火力などの調整可能な電源を状況に応じて柔軟に使い分
け※１ 、需給変動を吸収するよう発電出力の調整を行っている。
※１：調整力が不足する場合は経済性より調整力を優先させて調整

なお、調整電源は平・休日、時間帯やベース電源の運転状況などにより異なっており、水力、
石油火力、ＬＮＧ火力※２、石炭火力を適切に組み合わせて使用している。
※２：北海道電力には現在ＬＮＧ火力はない

１日の需給運用イメージ

電力需要は短時間でも変動
しており、変動に合わせた
発電出力の調整が必要。

短周期（拡大）
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当日断面の需給変動の調整②

変動周期 各調整力の特徴

ＥＤＣ
※1

20分程度

以上
需要予測に基づく中給からの制御信号に従い、発電機出力を制御
（対象は火力であり、対象機毎の最低出力または連続調整範囲下限～上限までの間で調整）

ＡＦＣ
※2

数分～
20分程度

周波数偏差に基づく中給からの制御信号※3に従い、発電機出力を制御
（対象は水力（揚水含む）・火力であり、対象機毎のＡＦＣ最低出力～最大出力までの間で調整）

ガバナ
フリー

数分以下
発電機連系点の周波数と基準周波数の偏差を検出し、発電機自身が自
律的に発電機出力を制御

⇒需要変動、変動電源の出力変動に

対する周波数調整力として、変動

周期分に応じて応動

 

負荷特性 

(自己制御) 

ガバナ

フリー

ＡＦＣ
ＥＤＣ

0 0.5 1 20 60

需
要
変
動
幅
 発電機の

並解列

変動周期（分）

※１：経済負荷配分制御

※２：自動周波数制御

※３：中給で系統周波数と基準周波数の偏差を検出し、発電機出力制御必要量を設定、必要制御量を対象発電機に配分

周波数調整は需要変動の時間特性（変動周期成分）に応じて以下の制御方法により実施
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当日断面の需給変動の調整③

変動電源

需要

周波数制御の例（変動電源出力が減となった場合）

⇒応答速度の速いガバナフリーが一時的に動作して周波数を調整。変動電源の減分はＡＦＣ
が補い、最終的にＥＤＣに振替

変動電源

出力減

ＡＦＣ

出力増

ＥＤＣ

出力増

①需要と発電出力

がバランス

②変動電源出力減に

より周波数が低下

（需要＞発電）

③周波数低下に応じ

応答速度の速い

ＡＦＣ分が増

④ＡＦＣの偏りを戻す

ため、ＥＤＣ分を増

（ＡＦＣ→ＥＤＣに振替）

変動電源の出力増減に追従するため、
部分負荷運転する調整可能電源が必要。

調
整
可
能
電
源

ＥＤＣ

ＡＦＣ

調
整
可
能
電
源

調
整
可
能
電
源

調
整
可
能
電
源

ＥＤＣ

ＡＦＣ

ＥＤＣ

ＡＦＣ

ＥＤＣ

ＡＦＣ
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中・短期断面の需給変動の調整

年間計画、月間計画、週間計画、前日計画については、以下を満たすよう作成する。
○ガバナフリー、ＡＦＣ、ＥＤＣの調整力が確保できていること

○天候などの影響で出力が大きく変動する変動電源については、ある予測に基づいて出力を想定する
が、実需給段階での変動は避けられない事から、計画段階で上記の調整力を確保する事で対応する

需要

固定電源

ＥＤＣ

ＡＦＣ

変動電源

・変動電源 ：風力・太陽光
・ＡＦＣ：水力（揚水含む）、火力
・ＥＤＣ：火力

⇒需要変動、変動電源の出力変動に
応じて、中給から調整可能電源の
出力を調整

需要と発電機出力を常にバランス
させ、系統周波数を一定に制御で
きるよう、調整力を確保

ＡＦＣ・ＥＤＣは
出力調整可能

調
整
可
能
電
源

※１：火力機においては、１台でＡＦＣ分とＥＤＣ分の役割
を担うものが多い。また、ガバナフリーはＡＦＣ・ＥＤＣ
電源に具備している場合が多い

⇒変動電源が増えると、その分調整力
が必要となる

※１
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長期断面の需給変動の調整

需給変動に対する長期の調整については、あらかじめ立てた予測を基に全体の発電量を調
整する。その際の抑制電源については、全体の電源構成の中で判断することとなる。

経済成長の鈍化等に伴い、将来の電力需要見通しを下方修正することはあるが、その対応として、
電源開発計画の先送り等により削減した供給力は、火力だけではなく全ての電源に及んでいる。

２．７億ｋＷ

原子力

１９９９年策定 ２００４年策定

２００９年の供給力計画

全国における需要見通しの下方修正による供給力削減例

削減した供給力（万kW）

７０６

石炭 ５６１

ＬＮＧ ５４４

石油等 ５３２

地熱 ７

水力 ３６９

２．５億ｋＷ

出典：資源エネルギー庁電力・ガス事業部「電源開発の概要」
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